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a-ナフチルイソシアナート処理羊毛のセット性

　　　　　　　昭和女大家政　○滝沢智嘉　小原奈津子　豊田春和

緒言　　これまでに我々は数種のイソシアナートおよびエポキシドを用いて処理した羊毛

のセット性を検討してきた。この結果。芳香環を有するフェニルイソシアナート(PI)およ

びフェニルグリシジルエ Iテル(PGE)処理ではセット性を向上させる効果が認められた。本

報では処理剤の立体的な構造がセット性に及ぼす影響を明らかにするために、先の処理剤

よりさらにかさだかい官能基である縮合芳香環を有するa-ナフチルイソシアナート(NI)を

用いて処理を試み、そのセット性および浸漬収縮率について検討した。

実験　　試料:　Jis染色堅ろう度試験用毛添付白布およびニュ―ジーランド産リンコルン

羊毛繊維。NI処理:　試料をD≪P申で膨漓させた後、窒素雰囲気下で0.84～5.07g/g･soolの

NI/DMF溶液中で60℃、2～6時間反応させた(浴比1:150)。セット性試験:　前報1)と同様に

単繊維については伸長セット性試験、布についてはホフマンプレスを用いるIWS法およびス

チームアイロンを用いる簡便法によってプリーツセット性試験を行った。浸m収縮率:　J

IS L1042 A法(常温水浸漬法)に準拠した。

結果　　NI処理試料繊維の伸長セット率は。未処理羊毛より僅かに高かうたが、この化合

物より立体的には小さいPIやPGEを用いた処理ほど顕著な効果は認められなかった。一方、

浸漬収縮率に関しては、未処理および他の処理試料に比べてやや小さく、水中での形熊安

定性は僅かながら向上していることがうかがえた。

1)小原奈津子、滝沢智嘉、坂本宗仙、繊学誌, 47, 345(1992)
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魚鱗の有効利用に関する検討
昭和女子大家政　○岡村浩　榎本美子

魚鱗は、漁港で水揚げの
し、肥料あるいは飼料と
れている。近年コラーゲ

　方法　気仙沼魚港で回収されたマイワシの乾燥
を取り除いた後、60メッシュで箇別し微細な魚鱗
粘質物が乾燥により固化しており、単なる水洗で
による観察を行った。化学分析値は水分16.2%.

57.2%であった。この試料を用い脱カルシウム処
微鏡による観察を行った。更に染色性の改善に関

　結果　精製した魚鱗のアミノ酸組成は、グリシ量に含みコラーゲンが主体であり、走査型電子顕
－ゲンフィブリルより形成され、皮に見られる交
よる１時間程度の浸潰により脱カルシウム処理が

ム含有量の%～垢程度を除去し、含金染料あるいロムを添加することにより魚鱗の形状を固定し、
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